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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、免疫グロブリン（Ig）ドメインを含むグリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー型細胞接着分子であるIgLON（LAMP、OBCAM、Ntm）ファミリーのメンバーをコードします。コードされるタンパク質は、同種親和性メカニズムを介して神経突起の伸展と接着を促進すると考えられます。この遺伝子は、11番染色体上の関連ファミリーメンバーであるオピオイド結合タンパク質／細胞接着分子様遺伝子（OPCML）と密接に関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年1月],機能：神経細胞接着分子。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属する。IgLONファミリー。,類似性：3つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,
	研究分野
	細胞接着タンパク質、膜タンパク質、神経科学、神経プロセス、神経新生
	画像データ
	

	NT抗体を用いたHUVEC、HepG2、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NT 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	ニューロトリミンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

